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【１ 成果の概要】 

（１）アスパラガスの伏せ込み促成栽培で高収量を得るためには、低温に充分遭遇させ休眠打破を

図ることが最も重要です。 

（２）大きな根株を養成しても、休眠中に伏せこんだ場合は収量が大幅に減少します。 

（３）休眠打破された株は、大きな株ほど高い収量を得ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【２ 留意事項】 
（１）アスパラガスは、品種によって休眠性が異なることが知られていますが、本試験で使用した品種は‘ウ

ェルカム’です。 

（２）品種‘ウェルカム’の場合、5℃以下の低温遭遇時間 90 時間以上とすることで、休眠打破を図ること

ができます。 
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図 休眠状態の違いと根重が１株あたりの若茎重量に与える影響 
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休眠中打破した株は 

大きな株ほど 

収量が高くなります！ 

休眠中の株は 
萌芽数が少ない 

休眠打破した株は

萌芽数が多い！ 

休眠中 休眠打破 

休眠中の株は 

株の大きさを問わず 

収量が低くなります… 


